第１４回　施設処遇検討会議　議事録

H20.7.14　13:30～15:00

青山荘地域交流室

出席者：秋山S.G.M・小坂和子・上平ユリ子

　　　　山口碧・青山紗耶香・中村文洋

　　　　三浦理見・馬渡道伸

（欠席者：千葉C.E.O・長谷部A.O.M

清水S.G.M・原佳伸・小笠原嘉紀）

記　録：中村文洋

議題

１：長瀬　紘一郎　様（青明舎登録者様）の処遇について

２：小笠原　富治　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：船場　幸子　様（青山荘入所者様）の処遇について

１：長瀬　紘一郎　様（青明舎登録者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：食道狭窄

　＜問題点＞

1 食事について

→介入方法

・デイナイトケア、外来、（食事提供場所の青山荘）と情報を共有し、食事状況の確認、見守り

・食事摂取状況についての情報提供・情報収集

・食道の状態または体調に変化があった時の情報提供・情報収集

・青山荘での夕食時、見守りと声掛けを実施

・本人宅へ訪問し食事内容の確認

・食道に詰まった時の、本人から支援者への連絡の徹底。

・必要があれば病院受診同行と家族への情報提供・連絡。
②　買い物について
→介入方法
・訪問時に自室の状況について確認。評価・アドバイスを行う。

・必要に応じて買い物同行を行う。

・賞味期限を見て購入できるようにアドバイスを行う。

＜評価＞

生活状態に関しては、本人や保護者の協力により自室の掃除が出来ている。

食道狭窄により、スイカの種を詰まらせる事もある。そのため、本人の食事摂取状態について、関係機関（青山荘・青明舎・青風荘・デイケア）にて情報提供・情報収集をその都度行い、声掛け・支援を行っていく。また、本人の交友関係の把握も同時に行い、食べ物や物のやり取りがないか情報収集を行っていく。　

２：小笠原　富治　様（青明舎登録者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

1 話し合いを重ね、本人の目標を抽出し達成に向けての過程を検討していく。

（現在の目標はバス利用での外出）

→介入方法

・本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活によりハリと広がりを持ってもらう。

・外出の楽しみ方が分からない為、個別で市内に同行し、交通機関等の利用方法や大型店での

購入方法を学習して社会資源を単身でも行動できるよう支援する。

2 再発防止（胃潰瘍）　

→介入方法

・個人面談を行い体調の確認をしていく。

・デイナイトケアと情報の共有を図る。

・食事摂取量や体重の増減、バイタル等の体調確認をしていく。

③　家族関係の調整

→介入方法
・現在は妹夫婦が本人の保護者となっているが、本人と関わる機会が少なくなっており、妹氏も病気で入退院を繰り返している状況。H19.8/12保護者と面談した際、今後支援出来なくなった時は長男に移行する考えであるとのこと。今後は保護者と長男との調整を図っていく事とする。

＜評価＞

胃潰瘍を患ってから、本人の意欲低下が目立ってきている。ただ、意欲低下は見られるが、基本的な生活能力の低下は見られない。今後は、本人の興味の抽出を図り、活動範囲の拡大・能力維持を図っていく。体調に関して、各施設との情報共有を行いその都度、確認していく。

　　　

３：船場　幸子　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　合併症：なし

　　

＜問題点＞

1 些細なことで不安になり、混乱する(継続)
→介入方法

・本人に具体的に説明し、納得するまで説明を行う。

・繰り返しの練習を行い、本人と一緒に評価しながら支援を進めていく。

・自分に自信が持てないことから、評価する時は、漠然とした評価ではなく具体的に評価する。

・長期目標の再設定をしながら、短期目標をクリアしていくことで自信を持つ。

②　服薬管理（継続） 

→介入方法

・薬を1日分ずつ自己管理するところから始め、1週間ごとに本人と評価しながら、2日、4日と自己管理の期間を徐々に延ばし、最終的には服薬自己管理に移行する。

・自ら不調の訴えをすることが少ないため、定期的な声がけ、表情の観察を行う。

2 バスの利用について

→介入方法

・実際にバスを利用し、できる部分とできない部分を見極め、できる部分を評価し、できない部分は本人と振り返りを行う。

・本人と振り返りを行い検討していくことで、余暇の活動範囲を広げ、生活の充実を図る。

＜評価＞

周りに気を遣いすぎることから、自分の意見を主張する事が出来ないとともに、周りの刺激に反応を受け易い。本人は「皆に追いつかなければ」という焦りもあり、そのため、まずは青山荘で安定した生活ができるように支援を行っていく。その後、本人の体調を考慮しながら、段階的に興味の抽出・活動範囲の拡大を慎重に支援していく。

